
 

人口動態について 

 

（１）人口ビジョン概要 

 

 

 

（２）人口推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 



第２期における人口推計は，令和 42 年度に 4,800 人と設定している。 

令和６(2024)年の国勢調査補正後の推計人口は 7,359 人に対し、町人口ビジョンは、

7,815 人であり，目標人口に対し▲456 人で推移している。 

引き続き、継続した対策を行っていく必要がある。 

 

 

（３）人口動態（住民基本台帳による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度の増減人口は、▲236 人（前年▲204 人）、転入者と転出者の差である「社会

増減」は▲61 人（前年▲24 人）と依然厳しい状況が続いている。 

 

（４）人口移動意識調査 

住民窓口で行っている転入者、転出者双方のアンケート結果をまとめたところ、令和６年 

度に転入者が本町に住むにあたり魅力を感じるところは、 

第 1 位「住宅が確保できること」 

第 2 位「子育て支援が充実していること」 

第 3 位「雇用の場があること」 

「農地が確保できること」 

であった。 

「住宅が確保できること」「農地が確保できること」は、例年上位に位置している。 

一方，転出者が他の町に魅力を感じるところについては、 



 

第 1 位「買い物が便利なこと」 

第 2 位「雇用の場があること」 

第 3 位「公共交通の利便性がよいこと」 

と続き、例年ほぼ同様の結果となっている。 

買い物、公共交通など、いずれも本町の大きな課題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


